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その後回復し、他学⽣とともにプログラムに参加した。この体調不良の学⽣には同⾏した千
葉⼤学教員と、SCIE ならびに現地コーディネーターが対応し、宿泊所での療養だけで回復
に⾄った。現地活動を 3 ⽇間とりやめて学⽣は、他の学⽣から情報を共有してもらい、とも
にプレゼンテーションを⾏った。 
 予定通りにプログラムを終え、参加学⽣全員が無事に帰国した。 
 

2-7. ISL プログラム受け⼊れ 実施 

2-7-1. 参加学⽣ 
SIU にて募集・選考の結果、看護学部学⽣ 2名、看護学研究科学⽣ 8名の計 10名の学⽣

が参加者となった。2022 年度は初回であり、トライアルであるので看護学部(SCON: 
Symbiosis College of Nursing)から優秀な学⽣を選抜し、派遣することになった。 
  
2-7-2. プログラム期間 
 2023年 3⽉ 1⽇(⽔)〜3⽉ 9 ⽇(⽊)の 9 ⽇間であった。 
  
2-7-3. 学習内容 
 学習テーマ 

 前述の通り、「Health of older people and community-based integrated care systems in 
Japan  ⽇本の⾼齢者の健康と地域包括ケアシステム」を⼤テーマとした。下位のトピッ
クとして、ソーシャルキャピタル、災害準備の 2 つを設定した（図 18 参照）。千葉⼤学
医学部附属病院ならびに千葉⼤学フロンティア医⼯学センター⾒学については、⾒学の
⽬的として、先端医療・医療⼯学開発、とした。  
 プログラム初⽇に、インドでの学習と同様に、学⽣を 2 つのチームに分けた。2 ⽇⽬
の朝のブリーフィングにて、各学⽣チームが焦点化するトピックを選択し、決定した。
千葉⼤学⽣がインドで⾏ったのと同様に、現地演習最終⽇には、学⽣はこれらのテーマ
で学習成果についてプレゼンテーションを⾏った。 

 現地演習スケジュールと訪問施設・組織等 
 表 12 の通りである。この受⼊プログラムについては、インドでのプログラム同様に、
2，3 箇所の施設・組織での活動参加として、同⼀施設・組織に 2，3 ⽇続けて参加し、
⼀つのトピックについて学習する案も出されたが、前述の通り、プログラム⽴案会議に
て、同⼀施設での連⽇の活動は⾏わない趣旨であり、トライアルとして表 13 の通り 10
カ所の組織・施設での活動というスケジュールとなった。施設の規模や個⼈宅への訪問
看護同⾏など、10名では多すぎる場合があり、数名ずつに分けて 2回訪問するなどの⽅
法をとった。10カ所の組織・施設についての説明は、テンプレートでの資料に⽰した通
りである。健康な住⺠が⾃ら集まり、体操等を⾏う活動から、企業が健康促進の機会を
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提供する活動、そして障害を持つ⼈々の⼊所施設、在宅で療養する⼈々への訪問看護同
⾏、路上⽣活者や⽣活困窮者を⽀援する組織での活動など、幅広いものとなった。
Neighborhood Care では、場所がもともと⼀般の⼀軒家であり、⽇本の⼀軒家での⽣活の
体験や、利⽤者である地域住⺠との懇談を持ち、利⽤者の皆さんの⼿作りの昼⾷をいた
だき、御礼としてインドの⾳楽やダンスを披露するなど、交流の機会となった。災害シ
チズンサイエンスでは、⽯橋准教授らの提供によるアプリを⽤いて墨⽥近辺を散策し、
災害時の設備などを確認し、偶然にも設備を管理する地域住⺠の⽅から直接お話を聞く
こともできた。また、訪問看護の同⾏では、施設スタッフのアレンジにより、患者とご
家族の皆様にはインドの学⽣並びに通訳の同⾏をお引き受けいただき、在宅での療養の
様⼦を⾒せていただき、お話を聞かせていただいた。 
 

2-7-4. 学⽣交流 
 ⽇本においても、インドでと同様に、すでに GRIP参加学⽣として SIU を訪問した学⽣が
バディとしてプログラムに同⾏した。毎回 2，3⼈の学⽣が同⾏した。最終プレゼンテーシ
ョン時には、学部によっては実習時期と重なっているため 10名全員が参加することはでき
なかったが、9 名の学⽣が参加した。また、プログラム以外でも、SIU 学⽣の要望に応じて
千葉⼤学学⽣が⼣⾷の同伴や、浴⾐の着付けなどを⾏っていた。 
 
2-7-5. ⽣活⽀援 
 SIU 学⽣は、千葉⼤学の留学⽣寮に空きがなく、千葉駅直結のホテルに滞在した。コーデ
ィネーターである SGS と、千葉⼤学教員による google スペースにて 24時間連絡がとれる
体制で対応した。連⽇、異なる施設に電⾞やバスで出かけ、インドに⽐べると圧倒的に歩⾏
距離が多かったとのことだが、体調不良者もおらず予定通り演習を終えた。 
 ⾷事については、ほぼ全員が⾷品や料理等の吟味と選択に時間を要した。レストランやフ
ードコート、コンビニエンスストアにおいても⽇本語のみの表記であることがボトルネッ
クであり、介助を要した。さらに、時間通りの集合が困難であることが何度かあり、集合時
刻を早めにするなどして対応した。 
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図 18  日本での ISL 学習テーマとトピック、組織・施設等 
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表 12 現地演習スケジュール 

 
  
  

 
 
  
 
 



   
 

 54  
 

表 13  日本でのフィールド演習における訪問組織・施設 1〜10 に関する説明 
施設・組織等番

号 

1. 山友会 

学習トピック

と内容 

ソーシャル・キャピタル 

1．生活困窮改善・防止、孤立・孤独防止【自助・互助・共助】 

名称 認定 NPO法人山友会 

所在地 〒111-0022 東京都台東区清川 2丁目 32番 8号 

施設概要 無料診療、生活相談、炊き出し・アウトリーチ、食堂（食事提供）、宿

泊支援、居場所・生きがいづくり、スタディツアーなどの活動を通して、

路上生活を余儀なくされた人々との社会的なつながりを築いています。 

（無料診療・地域保健、生活相談・地域生活支援事業、給食サービス事

業、居住支援事業、居場所・生きがいづくりプロジェクト、共同墓地の

維持・管理、山谷・アート・プロジェクト） 

施設 URL https://www.sanyukai.or.jp/ 

https://www.youtube.com/watch?v=WiqNcVSsxUs&t=18s 

山友会公式チャンネル https://www.youtube.com/@npo491 

 配付資料： 

事前視聴 YouTube 動画多数（別紙） 

交  通  機 

関 

最寄り駅 

南千住（日比谷線、JR、筑波エクスプレス） 

連絡担当教員 野崎 

演習時の同行

教員 

1回目：無し、 2回目：野崎 

演習日時 1回目：2023 年 3月 2 日(木) 12：45〜15：00 

2回目：2023 年 3月 7 日(火) 12：45〜15：00 

演習時の参加

学生人数・氏名 

参加学生人数 

1回目：SIUの看護学生 5名、通訳兼任コーディネーター2名、計 7名 

2回目：SIUの看護学生 5名、SIU教員 1名、千葉大学ボランティア学

生 1名、教員(野崎)1名 計 7名 

演習内容 

  

  

1．目標 

路上生活者の状況を知る 

路上生活者への支援内容を知る 

  

2．演習活動の内容(予定) 

炊き出しのアウトリーチに参加：実際に路上生活者に食事を配布、体調
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を聴取、相談室等の社会資源の紹介 

山友会内の仏壇や遺影等の見学・説明を受ける 

無料クリニックの見学、患者、診療活動の説明を受ける 

当日の 

スケジュール 

  

  

集合時刻・場所 

1，2回目とも、12：45 に山友会集合。13時から現地に移動、食事配布、

ブルーテント訪問等。 

15時終了、山友会に移動。15時半頃解散。 

山友会に戻った後に、山友クリニックの見学と説明（10分程度）。 

Joshi先生のみ徒歩 3分の「神の愛の宣教者会」にインド人ブラザーに

会いに行ったが不在で会えず。 

持ち物・服装・

注意点など 

屋外活動となるので、寒くない服装、歩きやすい靴 

  

①山友会 配付資料(抜粋、山友会より配布) 

https://www.sanyukai.or.jp/_files/ugd/800a75_06230830f6ea4023bc5a484f848f6c9e.pd

f 
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施設・組織

等番号 

2. イオンショッピングモール モール内ウオーキング 

学習トピッ

クと内容 

ソーシャル・キャピタル 

2．日常における健康増進機会と場の提供と活用【自助・互助】 

名称 イオンショッピングモール （モールウオーキング） 

イオンモール幕張新都心 

所在地 〒261-8535 千葉県千葉市美浜区豊砂１－１他 

施設・活動

概要 

ショッピングモール 

千葉大との共同にて、モール内ウオーキングの効果検証済み。 

施設 URL イオンモールウオーキング 

 https://makuharishintoshin-aeonmall.com/news/information/882 

交 通 機 

関 

最寄り駅 

京葉線 幕張豊砂駅（当時は海浜幕張駅、そこからバス） 

連絡担当教

員 

野崎 

演習時の同

行教員 

野崎 

演習日時 2023 年 3月 7 日(火) 14時-16時 

演習時の参

加 学 生 人

数・氏名 

参加学生人数 

SIUの看護学生 10名、SIU教員 1名、通訳兼任コーディネーター2名、 

千葉大学ボランティア学生 2名、教員(野崎)1名 計 16名 

演習内容 

  

  

1．目標 

民間企業が住民に提供している健康増進の場と動機付け、方法などを知る 

  

2．演習活動の内容(予定) 

ショッピングモール担当者より説明を受ける 

実際にコースを歩いてみる、アプリをインストールして使用してみる（任

意） 

当日の 

スケジュー

ル 

  

  

集合時刻・場所 

14：00 従業員入り口前(建物外部)集合 （入場者は数日前の事前予約が

必要、セキュリティチェック有り） 

14：00−15：00 説明（日本語のスライドで日本語での説明、要通訳） 

15：00−16：00 実際にアプリを入れて（任意）コース（短い１km のコー

ス）を歩く 

持ち物・服 歩きやすい靴 
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装・注意点

など 

アプリインストールは任意 

  
②イオンモールウオーキング 説明文書(教員から学生へ) 
Reference for AEON MALL WALKING in this afternoon (イオンモールの Web サイト

説明文書を英訳したもの) 
================================================================ 
Let's start! Aeon Mall Walking 
Take a casual walk while shopping! 
You can use the mall as a walking course. 
What is Aeon Mall Walking? 
As an initiative to support our customers' healthy lifestyles, we have set up courses 

inside Aeon Mall and made them open to the public. We also provide leaflets and 

signs indicating walking distance and calories burned to support your walking! 
What makes Aeon Mall Walking different? 
4 comfortable features of Aeon Mall Walking: 
Make the most of your time while shopping! 
By incorporating walking into your shopping routine, you can turn your usual 

shopping time into a healthy activity. 
Not affected by time or weather! 
Have you ever planned to go for a walk but then it started raining? At Aeon Mall, you 

can walk at any time regardless of the weather or time! 
Rest spaces for peace of mind 
There are plenty of rest spaces throughout the mall, equipped with sofas and 

benches. You can use them freely depending on your physical condition and pace. 
Vending machines and food shops abound! 
With vending machines and food shops available throughout the mall, you can 

replenish your energy and hydration according to your pace. If you get hungry while 

walking, please enjoy delicious food at the food court or restaurants! 
Start with your posture! Walk with a beautiful posture! 
The Japan Walking Association's Certified Healthy Walking Instructor supervised 

videos on walking with a beautiful posture. (Click to play the video.) 
☆ Basic form of walking 
☆ Warm-up stretch 
☆ Cool-down stretch 
☆ One point of walking with a bag 
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To ensure safe and enjoyable walking, we would like to ask you to: 
・Pay sufficient attention to your physical condition and those around you, and enjoy 

walking safely. 
・Be especially careful and give way to others during events or crowded times. 
・Please refrain from running or walking while looking at your phone, as it can be 

dangerous. 
・Please stop and use the escalator when moving, as it can be dangerous. 
・Please note that we cannot be held responsible for accidents that occur during 

Aeon Mall Walking. 
================================================================= 
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施設・組織等番号 3. 葛西のインド人コミュニティ訪問 

プラニク・ヨゲンドラ様 ご講演 

学習トピックと

内容 

ソーシャル・キャピタル 

2．日常における健康増進機会と場の提供と活用【自助・互助】 

名称 1．ホーリー祭参加 

2．江戸川印度文化センター 

所在地 1. 〒134-0088 東京都江戸川区西葛西 6-11 

2. 〒134-0084 東京都江戸川区東葛西 6-23-11 

施設・活動概要 1．第 5回 色の祭ホーリーの集い（5th Holi Mela in Tokyo 

2023 年 3月 4 日（土）10:00～16:00西葛西・恐竜公園にて開催。以

下 URL より「ホーリー祭り」は、インドやネパールで、春の訪れ祝う

ヒンドゥー教の春祭りです。黄色、青、緑などのカラフルな色粉と水

を掛け合い、春の訪れと豊作をお祝いします。今年も多くのインド人

が多く住む西葛西に位置する恐竜公園を会場に開催されます。2019年

以来の開催となり、今回で第 5回目を迎えます。 

2．江戸川印度文化センター 

江戸川区は、葛西地区を中心にインド住民が多く生活する日本屈指の

インド人コミュニティを有する。江戸川印度文化センターは、インド

に関する正しい情報や教育を発信することを目的に、西インド出身の

プラニク・ヨゲンドラ氏が中心となり 2017 年に設立された。ヨガ、

語学、料理、美術等の文化的レッスンを開催する他、大型手彫り祭壇

を備えた 2階の印度寺院ではヒンドゥー教の宗教関連行事も行われ、

地域に住む日本人と印度人の交流の場となっている。 

施設 URL 1．Holi祭 5th Holi Mela in Tokyo 

 https://event.exantenna.net/tokyo/ironomatsuri-holi.html 

2．江戸川印度文化センター 

 https://rekacorp.com/culture-center 

交 通 機 関 最寄り駅 

1．東西線西葛西、2. 東西線葛西 

連絡担当教員 1．無し（SGS）、2．天井 

演習時の同行教

員 

1．野崎、孫 

2．野崎 

演習日時 2023 年 3月 4 日(土)  

演習時の参加学

生人数・氏名 

参加学生等人数 

SIUの看護学生 10名、SIU教員 1名、通訳兼任コーディネーター3名、 
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千葉大学ボランティア学生 2名、教員(野崎)1名 計 17名 

演習内容 

  

  

1．目標 

・日本で暮らす外国人が抱える課題を知る 

・島国であり多くの国と比べると文化の混ざりが少ない日本で、誰も

が暮らしやすい環境をどのように作っていけるのかを考える 

2．演習活動の内容(予定) 

・インド人を中心とした在日外国人が抱える、医療へのアクセス、言

語の壁、子どもたちの教育を含む課題について、プラニク・ヨゲンド

ラさんの講義を聴く。 

・意見交換 

当日の 

スケジュール 

  

  

集合時刻・場所 

10：00 ホテル ロビー集合 

11：10 西葛西駅到着 

    恐竜公園に移動 

11：20〜 Holi祭参加 

13：00 西葛西駅改札集合、移動 

14時 インド文化センター集合、講義聴講 

17：30 終了 

持ち物・服装・注

意点など 

特になし 
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施設/組織等番号 4. 東千葉地区自治会 

学習トピックと内

容 

ソーシャル・キャピタル 

3．住民によるつながりの構築・維持【自助・互助】 

災害への備え 

4．災害弱者・災害発生時の備えとしての日頃の活動および支援【自

助・互助・共助】 

名称 東千葉地区自治会 

所在地 東千葉住宅地５自治会集会場 

  

施設概要 自治会 

東千葉地区 元気カフェ 

施設 URL https://chiiki-kaigo.casio.jp/chiba/info_services/47866 

交 通 機 関 最寄り駅  JR東千葉駅 

連絡担当教員 井出 

演習時の同行教員 井出、野崎 

演習日時 2022 年 3月 8 日(水) 9：30〜11：00 

演習時の参加学生

人数・氏名 

参加学生人数：SIU の看護学生 10 名、SIU 看護学部教員 1 名、ボラ

ンティア学生２名、通訳兼任コーディネーター2名、千葉大教員 2名、

計 17名 

10時半に SIU学生 5名、SIU 看護学部教員は移動 

演習内容 

  

  

1．目標 

住民の住民による健康やつながりの維持・構築のための活動を知る 

住民の災害への備えについての活動状況について知る(地域住民な

らびに地域特性を踏まえた災害準備支援) 

  

2．演習活動の内容(予定) 

地域・組織概要の説明を聞く、 

活動や参加者の様子の見学・参加(体操、朝市など) 

災害準備・準備支援活動について説明を受ける 

意見交換 

当日の 

スケジュール 

  

  

集合時刻・場所 

１．バス集会所到着： 9:30 

 ２．各位自己紹介 ： 9:30 ～ 9:40   千葉大、わの会 自己紹

介 

 ３．わの会の紹介 ： 9:40 ～ 10:00  わの会の紹介(スライド) 
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 ４．元気カフェ  ：10:00 ～ 10:30   元気カフェ体操(前半部

分) 

  （B グループ 5 名、Joshi 先生と野崎はここで退席、山友会に移

動） 

 ５．質疑応答   ：10:30 ～ 11:00   留学生から、先生から 

 ６．終了     ：11:00    

持ち物・服装・注意

点など 

一緒に運動するので運動できる服装 

 
④東千葉自治会 配付資料（抜粋） 当該組織よりいただいたもの 
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施設・組織等番

号 

5. Neighborhood Care（ビュートゾルフ柏、Neighborhood Café） 

  

学習トピックと

内容 

ソーシャル・キャピタル 

4．在宅ケアと集いの場所提供による包括的な健康の支援【互助・共助】 

名称 非営利型一般社団法人 Neighborhood Care 

所在地 〒277-0082 柏市緑ヶ丘 11-5 

  

施設概要 訪問看護ステーション(ビュートゾルフ柏) 

Neighborhood Café 

介護保険法に基づく居宅サービス事業等 

 前号以外の看護、介護、介護予防、生活支援に関する事業 

 子育て支援に関する事業 

 成年後見に関する事業 

 コミュニティカフェに関する事業 

  地域ケアに関する調査研究、情報収集、情報発信事業 

施設 URL https://neighborhoodcare.jp/ 

交 通 機 関 最寄り駅 JR柏 

連絡担当教員 酒井、野崎 

演習時の同行教

員 

野崎 

演習日時 １回目：2023 年 3月 2 日(木) 

２回目：2023 年 3月 6 日(月) 

 詳細は下記、スケジュール参照 

演習時の参加学

生人数・氏名 

1回目：SIUの看護学生 5名、SIU教員 1名、千葉大教員(野崎)1名、

ボランティア学生 2名 計 8名 

2回目：SIUの看護学生 5名、千葉大学ボランティア学生 4名、教員(野

崎)1名 計 7名 

昼食前に SIUの看護学生 5名、通訳兼コーディネーター4名が合流、昼

食時以降 計 16名 

演習内容 

  

  

1．目標 

訪問看護ステーションと訪問看護の実際を知る 

住民の健康やつながりの維持・構築のための支援としての居場所提供

について知る 

居場所において住民がどのような活動をしているのか、どのような意

味があるのか知る 
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居場所において住民と交流を持つ 

  

2．演習活動の内容(予定) 

地域・組織概要の説明を聞く 

活動や参加者の様子の見学・参加(訪問看護に同行) 

居場所において住民の皆さん提供の食事を一緒にとり歓談する 

文化的な交流活動として歌唱などを披露する 

意見交換 

当日の 

スケジュール 

  

集合時刻・場所 

１回目：2023 年 3月 2 日(木) 

２回目：2023 年 3月 6 日(月) 

  Aグループ 5名： 9時 40分現地集合（ホテル発 8：20） 

           10時~訪問看護同行、地域の関係者会議同行 

           11：30〜Neighborhood Care に戻りランチ 

  Bグループ 5名： 11：30頃 現地到着 ランチに合流 

  

  全体  ランチをとりながら自己紹介、懇談、インドの歌・ダンス

披露 

      15時頃 終了、柏駅で解散 

持ち物・服装・注

意点など 

訪問看護同行に差し支えない服装 

 

⑤Neighborhood Cafe配付資料（抜粋、施設より配布いただいた） 
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⑤ビュートゾルフ柏 (配付資料 抜粋 施設からいただいたもの) 
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施設番号 6. なごみの陽訪問看護ステーション 

学習トピック

と内容 

ソーシャル・キャピタル 

5. 在宅医療ケア提供による地域生活支援【共助】 

災害への備え 

4．災害弱者・災害発生時の備えとしての日頃の活動および支援【自助・

互助・共助】 

名称 特定 NPO ウェルネスライフパートナーズ 

訪問看護事業 なごみの陽訪問看護ステーション 

所在地 〒266-0032 千葉県千葉市緑区おゆみ野中央 7丁目 35-3  

施設概要 • 特別な医療処置等の実施（全内容）、 

• 理学療法士、作業療法士,言語聴覚士による訪問リハビリテーション

を実施 

• 看護師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、管理栄養士の医療専

門職が在籍 

• 小児から高齢者まで幅広い年齢層に対応し、終末期の看護、リハビ

リテーション看護、小児看護、難病や心疾患など進行性疾患や慢性

期疾患看護など幅広く対応 

• その方の能力を最大限に引き出し、可能な限り自立した生活が（セ

ルフケア能力の評価）その人らしくおくれるように支援 

• 24時間対応 

• 地域づくりの行事企画、開催、場所の提供など 

(下記 URL より) 

施設 URL http://wellnesslife-nagomi.p1.bindsite.jp/pg3000.html 

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/12/index.php?action_kouhyou_

detail_004_kani=true&JigyosyoCd=1260190439-00&ServiceCd=130 

交  通  機 

関 

最寄り駅 JR鎌取駅からバス、おゆみの南で下車 

連絡担当教員 野崎 

演習時の同行

教員 

野崎 

演習日時 2022 年 3月 7 日(火) 10:00〜11:30 

演習時の参加

学生人数・氏

名 

SIU学生 2名、SGS若尾さん、野崎 計 4名 
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演習内容 

  

  

1．目標 

訪問看護ステーションおよび訪問看護の実際を知る 

訪問看護の他、地域住民の健康づくり推進活動の状況を知る 

災害への備えについての活動状況について知る 

  

2．演習活動の内容(予定) 

施設概要の説明を聞く、 

訪問看護同行・見学、 

地域住民の健康づくり推進活動の見学・あるいは説明を受ける 

災害準備・準備支援活動について説明を受ける 

当日の 

スケジュール 

  

  

集合時刻・場所 

集合場所：なごみの陽訪問看護ステーション 

     千葉市緑区おゆみ野中央７−３５−３ 

集合時間：10時 

予定内容：当事業所の訪問看護や地域支援の状況などの説明後、1名は、

訪問看護の実際の見学、もう 1 名は地域住民の自主活動を見学（雨天は

中止）予定。 

 患者さん宅への訪問は、学生と通訳と 2名で同行させていただく。 

 訪問スケジュール：9時 30分〜10時 30分、11時〜12時 

持ち物・服装・

注意点など 

持ち物：特になし 

服装：自宅や地域に馴染みやすいもの（利用者や地域の方が緊張しない） 

 

⑥なごみの陽訪問看護ステーション  配付資料(抜粋 施設よりいただいたもの) 
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施設・組織等番

号 

7. 災害シチズンサイエンス(災害準備教育)ワークショップ 

  

学習トピックと

内容 

災害準備教育 

4．災害弱者・災害発生時の備えとしての日頃の活動【自助・互助・共

助】 

名称 当日の拠点として使用した場所 千葉大学墨田サテライトキャンパス 

所在地 〒131-0044 東京都墨田区文花１丁目１９−１ 

  

ワークショップ

概要 

 災害準備教育用として開発されたアプリを用いて、実際に 1時間強、

町歩きを行う。 

 町歩きを体験し、災害準備教育の重要性や方法について考察する。 

施設 URL 墨田サテライトキャンパス  

アクセス https://www.chiba-u.ac.jp/access/files/access2021.pdf 

学生対応者(施

設代表) 

ワークショップ担当教員：石橋みゆき准教授（看護学研究院） 

交 通 機 関 最寄り駅 

東武亀戸線 小村井駅 徒歩 5分（他にも都バス） 

連絡担当教員 野崎 

演習時の同行教

員 

石橋先生、孫先生、野崎 

演習日時 2023 年 3月 3 日（金）        

演習時の参加学

生人数・氏名 

• SIU(シンビオシス国際大学): 看護学部学生 10名、同学部長 Dr. 

Joshi 計 11名 

• CU（千葉大学）: 石橋みゆき先生、石井彩先生、野崎、SGS（通訳：

中路様、若尾様 計 2名)、ボランティア学生（医学部、看護学部、

薬学部、国際教養学部、計 6名） 

うちボラ学生 2名欠席 総計 18名 

演習内容 

  

  

1．目標 

• 平常時における災害準備教育用として開発されたアプリを用い、実

際に街の中を歩いてみることにより、街の中の様子を知る。(ウオ

ーキング体験をする) 

• すでに発災時に備えて準備されている物品や場所等を知り、減災の

ための活用方法を考察する。 

• 高齢社等の他者への支援としての災害準備教育の必要性や、効果的

な方法、自国への移転可能性等について考察する。 
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2．演習活動の内容(予定) 

1. 集合、ワークショップの目標・方法・アプリの使用法等の説明を聞

く 

2. 6，7 人のグループとなり、実際にアプリを使用しつつアプリに登

録されている目標物やコースに沿って歩く。 

3. 楽しみながら、約 1時間強、町歩きを行う。 

4. 町歩き後には出発点である墨田サテライトキャンパスに再集合し、

感想や意見を交換する。その後、現地解散。 

当日の 

スケジュール 

  

  

1）ホテル集合の方 （野崎他） 

 09：20 ホテルロビー集合・出発・千葉駅に移動 09：43 千葉駅発各

駅停車「中野行き」出発 

 10：27 亀戸 着・下車 

     東武亀戸線にのりかえ 

 10：33 出発 東武亀戸線「曳舟行き」、10：38 小村井駅（おむら

い駅）到着 徒歩 7分 

 10：47頃 千葉大学墨田サテライトキャンパス到着見込み 

   以下、現地集合に続く 

2）現地集合の方 （SGS様） 

11：00  千葉大学墨田サテライトキャンパス 1階 集合 

2階に移動し、Briefing（説明・石橋みゆき先生） 2階 

11：20頃 アプリを入れるなどして出発、（3グループにわかれて） 

町歩き実施 

12：50  千葉大学墨田サテライトキャンパス 2階 集合 

     Debriefing（感想を述べる） 

13：00  グループ写真撮影後、解散 

持ち物・服装・

注意点など 

歩きやすい靴、水など各自準備、 

専用アプリは可能であれば入れる、同行の日本人がアプリを入れて見せ

るなどして対応 
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⑦災害シチズンサイエンス(災害準備教育)ワークショップ  (石橋准教授 提供配付資料) 
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 73  
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施設・組織等番

号 

8. りべるたす 

学習トピック

と内容 

災害への備え 

4．災害弱者・災害発生時の備えとしての日頃の活動および支援【自助・

互助・共助】 

名称 社会福祉法人りべるたす 

所在地 〒260-0802 千葉県千葉市中央区川戸町 468-1 

施設概要 障害福祉サービス 

相談支援事業、共同生活援助、自立生活援助、居宅介護、移動支援 

共同生活援助・介護サービス包括型 

就労移行支援・就労継続支援 B 型 

生活介護、訪問看護 等 

施設 URL https://www.libertas-mail.jp/ 

交  通  機 

関 

最寄り駅 千葉駅 

連絡担当教員 野崎 

演習時の同行

教員 

無し（博士後期課程の看護師資格所有者に同行を依頼） 

演習日時 2022 年 3月 7 日(火) 10:00〜12:00 

演習時の参加

学生人数・氏名 

参加学生人数：SIUの看護学生８名、SIU 看護学部教員 1名、ボランテ

ィア学生２名、通訳兼任コーディネーター4名、研究科博士後期課程院

生 1名  計 16名 

演習内容 

  

  

1．目標 

施設の活動状況を知る 

災害への備えについての活動状況について知る(地域住民の特性【例：

身体障害を有する高齢者など】を踏まえた災害準備支援) 

  

2．演習活動の内容(予定) 

施設概要の説明を聞く、 

施設や入所者の様子、活動の見学 

災害準備・準備支援活動について説明を受ける 

当日の 

スケジュール 

  

  

集合時刻・場所 

3月 7 日(火) 

（8：50 ホテルロビー集合、亥鼻にバスで移動） 

10：00 千葉大看護学部入り口(旧正門)ロータリー内集合 りべるたす
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のバスでピックアップ、終了後蘇我駅で降車 

・ワークステ−ション(千葉市中央区長洲)にて、医療的ケアなどがある

方の障害者就労を見学 

・A L S や電源が必要な方が多く入所する施設の見学(千葉市中央区川

戸町) 

防災に関する説明 

・振り返り、意見父換 

持ち物・服装・

注意点など 

持ち物、服装の注意は特になし。サージカルマスク着用とのこと。 
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施設・組織等番

号 

9. 千葉大学医学部附属病院、同 CCSC 

学習トピック

と内容 

先端医療・医療工学開発 

5．高度医療ケア・技術開発・実践 

名称 千葉大学医学部附属病院 

所在地 〒260-8677 千葉県千葉市中央区亥鼻 1-8-1 

  

施設概要 千葉大学医学部附属病院 

特定機能病院、高度急性期病院、 

  

施設 URL https://www.ho.chiba-u.ac.jp/ 

https://www.ho.chiba-u.ac.jp/hosp/en/index.html 

交  通  機 

関 

最寄り駅 JR 千葉駅、JR蘇我駅 

交通費 千葉駅からの公共交通機関利用時の料金 

京成バス「南矢作行き」あるいは「千葉大学病院行き」乗車、220円 

連絡担当教員 酒井、野崎 

演習時の同行

教員 

野崎、天井、孫 

演習日時 2023 年 3月 1 日（水）        

演習時の参加

学生人数・氏名 

SIU(シンビオシス国際大学): 看護学部学生 10 名、同学部長 Dr. 

Joshi 計 11名 

千葉大教員 3名、千葉大学学生ボラ 6名 計 20名 

演習内容 

  

  

1. 目標 

最先端とも言える高度医療を提供する施設を見学し、看護師等のスタッ

フより説明を受け、日本の高度医療の現状を知る 

  

2. 演習活動の内容（予定） 

病院内を見学し、実際の医療の現状を知る 

CCSC を見学し、高度医療の基盤となる医療技術者の教育状況や方法を

知る 

当日の 

スケジュール 

（千葉大学医学部附属病院看護部より送られてきた文書） 

1． 見学目的 

千葉大学病院内での高度な医療を提供する施設見学 

2． 日時 
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 3月 1 日（水）10：00～12：00 

 集合場所：1階 時間外玄関前 

3． 見学者 

 インド・シンビオシス国際大学看護学部学生 10名 教員 1名 

 同行者：千葉大学看護学研究院 教員、学生ボランティア等 計 20名 

4． 見学内容と対応者 

キャリア開発室：大野、渡邉、もう 1名の看護師様  計 3名 

5．見学内容： 

 1）病院見学（3グループに分かれて実施） 

  ①大野：1階時間外玄関 ⇒ 高齢者医療センター ⇒ 患者支援

部 ⇒ リハビリテーション部 ⇒ 地下 1階 CT・MRI ⇒ ひがし棟

10階 ⇒ CCSC 

  ②渡邉：1 階時間外玄関 ⇒ 地下 1 階 CT・MRI ⇒ 高齢者医療

センター ⇒ 患者支援部 ⇒ リハビリテーション部 ⇒ ひがし

棟 10階 ⇒ CCSC 

  ③もう 1名の看護師様：上記ルートを重複しないように見学、最後

は CCSC に集合 

 2）CCSC にてシミュレーターや研修用のベッドなど見学、その後病院

概要の動画鑑賞、質疑応答 

 11：30 解散 

持ち物・服装・

注意点など 

マスク着用、病棟は特別室ならびに緩和ケア病棟のみ見学（ちょうど空

室であった） 
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施設・組織等番号 10. フロンティア医工学センター 

学習トピックと内容 先端医療・医療工学開発 

5．高度医療ケア・技術開発・実践 

名称 千葉大学フロンティア医工学センター 

所在地 千葉大学西千葉キャンパス内 

  

施設概要 フロンティア医工学センターは，2003 年に医学・工学の枠を超え

た医工学の研究機関として設立され，高精度な診断・治療の実現す

る機器を社会に送り出すことを目指して研究開発を積み重ねてき

た。 

施設 URL https://www.cfme.chiba-u.jp/en/ 

資料  https://www.cfme.chiba-

u.jp/files/brochure/cfme_brochure202304.pdf 

交 通 機 関 最寄り駅 JR西千葉駅 

連絡担当教員 野崎 

演習時の同行教員 野崎 

演習日時 2023 年 3月 1 日(水) １３：３０〜         

演習時の参加学生人

数・氏名 

SIUの看護学生 10名、SIU教員 1名、千葉大教員(野崎)1名、 

ボランティア学生 4名 

SGS通訳兼コーディネーター4名、計 20名 

演習内容 

  

  

1．目標 

• 千葉大学医工学フロンティアセンターの概要を知る 

• 医療技術開発の最先端の状況について知る 

• 学際的な連携や協同、融合による最新技術開発活動について

知る 

• 研究開発の clinical question を知り（例：認知症者介護ロ

ボットなど）、日本の医療関連課題を知る 

  

2．演習活動の内容(予定) 

• 上記について見学し、説明を受ける。 

• 意見交換等を行う。 

当日の 

スケジュール 

  

集合時刻・場所 

日程：2023 年 3月 1 日(水) 13:30～ 

 プログラム 

 13:30 集合（フロンティア医工学センター 正面玄関） 
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 13:35 センター・コースの紹介（B204，10分） 

 13:45 移動 

 13:50 動物実験施設見学（サイエンスパークセンター，15分） 

 14:05 移動 

 14:10 中口研究室見学（A204，30分） 

 14:40 移動 

 14:45 羽石・岡本研究室見学（A棟 4階，30分） 

 15:15 移動 

 15:25 兪研究室見学（自然 1 5階，30分） 

 15:55 移動 

 16:00 川村研究室見学（自然 1 5階，30分） 

 16:30 移動 

 16:40 高橋研究室見学（自然 2 7階，30分） 

 17:10 移動 

 17:20 林研究室の紹介（B204，15分） 

 17:35 解散 

持ち物・服装・注意点

など 

特になし 

 
図 19  日本でのフィールド演習の様子 




